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は
じ
め
に

西
郷
信
綱
氏
は
、
従
来
の
『
古
事
記
』
研
究
が
、
側
面
的
・
部
分
的

な
手
法
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
巨
視
的
な
作
品
解

釈
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

（
注
１
）。

ま
た
、
神
野
志
隆
光
氏
は
、『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
、
単
な
る
歴
史
資
料
と
し
て
同
次
元

に
扱
う
の
で
は
な
く
、
一
貫
し
た
主
張
を
持
つ
個
別
の
作
品
と
し
て
読

む
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

（
注
２
）。

筆
者
も
こ
の
よ
う
な
視
点
を
重
視
し
、

作
品
の
独
自
性
や
文
学
的
達
成
度
を
追
究
す
る
道
を
模
索
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
を
切
り
開
く
た
め
に
、
表
現
の
細
部

に
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
う
べ
く
、
漢
字
の
読
み
分
け
に
着
目
す
る
研

究
を
継
続
し
て
き
た
。

漢
字
で
書
か
れ
た
文
章
を
、
日
本
語
で
読
む
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う

た
め
、
読
み
方
次
第
で
は
作
品
解
釈
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
も
起
こ

り
得
る
。
古
今
の
諸
注
釈
を
概
観
す
る
と
、
作
品
中
に
類
義
的
な
漢
字

が
複
数
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
同
じ
読
み
を
適
用
す
る
例
は
多
い
。

し
か
し
、
漢
字
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
意
味
上
の
使
い
分
け
が
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
執
筆
者
が
自
身
の
意
図
に
沿
う
表
現
を
追
求
す
る

中
で
、
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
た
漢
字
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
の
機
微
に
目
を
凝
ら
す
こ

と
で
、
文
学
的
視
点
か
ら
作
品
を
読
み
深
め
、
執
筆
者
が
表
現
し
よ
う

と
し
た
世
界
観
を
追
究
し
た
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
を
中
心
に
、
憑
依
現
象
に
関

連
す
る
語
句
を
と
り
あ
げ
、
表
現
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
考

察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、『
古
事
記
』
の

藤

崎

祐

二

『
古
事
記
』
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」

―
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
用
い
な
い
表
現
の
あ
り
方
―
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独
自
性
に
着
目
し
た
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
っ
た
。

一
、『
古
事
記
』
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
お
け
る
表
現
の
特
異

性
に
つ
い
て

上
代
の
文
献
資
料
に
お
い
て
、
現
代
語
の
「
神
が
か
り
」
に
相
当
す
る

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
用
例
は
、
記
紀
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
確
認
で
き
る
。

記
：「
神
懸
」

紀
：「
顕
神
明
之
憑
談 

顕
神
明
之
憑
談
、

此
云
歌
牟
鵝
可
梨
」

い
ず
れ
も
ア
マ
テ
ラ
ス
を
ア
メ
ノ
イ
ハ
ヤ
か
ら
誘
い
出
す
場
面
に
見

え
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
行
為
と
さ
れ
る

（
注
３
）。『

古
事
記
』
で
は
「
神
懸
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
顕
神
明
之
憑
談
」

と
い
う
文
字
列
に
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
読
む
べ
き
訓
注
が
添
え
ら
れ
て

お
り
、
両
者
の
対
応
関
係
か
ら
、「
神
懸
」
の
「
懸
」
を
「
カ
カ
ル
」
と

読
む
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

一
方
、
読
み
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
上
代
の
文
献
資
料
に

お
い
て
憑
依
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
語
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る

（
注
４
）。

「
託
」　　
　

�『
風
土
記
』
二
例
・『
日
本
書
紀
』
九
例
・『
続
日
本
紀
』

二
例
・『
日
本
霊
異
記
』
十
三
例

「
著
（
着
）」『
日
本
書
紀
』
五
例
・『
万
葉
集
』
一
例

「
認
」　　
　
『
万
葉
集
』
一
例

「
帰
」　　
　
『
古
事
記
』
二
例

「
憑
」　　
　
『
日
本
書
紀
』
二
例

こ
れ
ら
を
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
試
み
た
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
「
カ
カ
ル
」

と
同
義
と
み
な
し
、
同
じ
読
み
を
あ
て
る
注
釈
は
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
私
に
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
と
語
義
を
検
証
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う

に
分
類
す
る
に
至
っ
た
。

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」（「
神
懸
」）

語
義
：
神
と
神
、
あ
る
い
は
神
と
人
と
の
交
流
。「
顕
神
明
之
憑

談
」
の
文
字
列
は
、「
神
が
接
近
し
、
談
じ
る
様
々
の
こ
と
を
顕

か
に
す
る
」
や
「
神
を
顕
か
に
し
、
接
近
し
談
じ
る
」
の
よ
う

に
解
釈
し
得
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
行
為
の
こ
と
。
憑
依
現
象

を
内
包
す
る
こ
と
も
あ
る
が
絶
対
条
件
で
は
な
く
、
神
の
正
体

と
そ
の
意
志
を
顕
す
こ
と
に
比
重
が
あ
る

（
注
５
）。

「
託
」・「
著
（
着
）」・「
認
」

語
義
：
と
り
つ
く
。　

読
み
：
ツ
ク

（
注
６
）。

「
帰
」・「
憑
」

語
義
：
近
寄
る
（
近
寄
せ
る
）。　

読
み
：
ヨ
ル
（
ヨ
ス
）

（
注
７
）。（
注
８
）

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
は
神
と
の
交
流
を
意
味
し
、
必
ず
し
も
憑
依
現
象
を

伴
う
と
は
限
ら
な
い
。
当
事
者
同
士
の
接
近
は
「
ヨ
ル
（
ヨ
ス
）」（
帰
・
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を
指
摘
し
た
。「
ツ
ク
」
が
使
用
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
憑
依
者
は
よ

り
支
配
的
で
あ
り
、
被
憑
依
者
と
の
親
和
性
が
乏
し
い
。
一
方
で
、「
ヨ

ル
（
ヨ
ス
）」
を
使
用
す
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
場
面
で
は
、
憑
依
者
と

被
憑
依
者
と
の
関
係
に
、
あ
る
程
度
の
親
近
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
述
べ
る
と
、
神
と
神
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
カ
ム
ガ

カ
リ
」
や
、
巫
覡
と
し
て
の
能
力
に
長
け
た
人
物
が
主
体
で
あ
る
「
カ

ム
ガ
カ
リ
」
に
お
い
て
、「
ヨ
ル
（
ヨ
ス
）」
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
今
、
新
た
に
、『
古
事
記
』
が
「
と
り
つ
く
」
を
意
味
す
る
「
ツ

ク
」
を
一
切
使
用
し
な
い
と
い
う
特
徴
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
作

品
の
独
自
性
を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、『
古
事
記
』

は
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
当
事
者
の
関
わ
り
合
い

を
、
親
和
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
可
能
性
を
検
証
す
る
。

こ
の
仮
説
の
検
証
は
、
同
時
代
の
歴
史
書
で
、
類
似
す
る
場
面
を
多
数

有
す
る
『
日
本
書
紀
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
行
う
。『
日
本
書
紀
』
は

「
と
り
つ
く
」
を
意
味
す
る
「
託
」
を
九
例
、「
著
（
着
）」
を
五
例
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
古
事
記
』
に
比
べ
て
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
お
け

る
親
近
性
が
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
相
違
を
さ
ら
に
厳
密
に
検

証
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
条
件
を
同
じ
く
す
る
対
応
場
面
を
比
較

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
記
紀
に
共
通
す
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の

場
面
を
と
り
あ
げ
、
両
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
事
者
同
士
の
関
係
を
ど

憑
）
を
用
い
て
表
現
し
、
憑
依
現
象
は
「
ツ
ク
」（
託
・
著
（
着
）・
認
）

を
用
い
て
表
現
す
る
。
つ
ま
り
、「
託
」・「
著
（
着
）」・「
認
」・「
帰
」・

「
憑
」
は
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
内
包
さ
れ
得
る
動
作
で
は
あ
る
も
の
の
、

「
カ
カ
ル
」
と
同
義
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
カ
カ
ル
」
と
読
ま
れ

る
傾
向
の
あ
っ
た
語
群
の
中
で
、
実
際
に
「
カ
カ
ル
」
と
読
む
の
は
「
神

懸
」
の
「
懸
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
語
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
蓋

然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
分
類
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
の
表
記
が
他
の
文
献
資
料
と
比

較
し
て
特
殊
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
右
に
掲
げ
た
と
お
り
、「
カ

カ
ル
」
と
読
ま
れ
る
傾
向
の
あ
っ
た
語
群
の
中
で
、最
も
使
用
例
が
多
く

複
数
の
文
献
に
散
見
す
る
の
は
「
託
」
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、「
託
」

が
「
と
り
つ
く
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
複
数
の
文
献
資
料
に
散
見
す
る
だ
け
に
、

『
古
事
記
』に
使
用
例
の
な
い
こ
と
が
際
立
っ
て
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、「
託
」
と
同
義
に
分
類
し
た
「
著
（
着
）」・「
認
」
も
、『
古
事

記
』
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

（
注
９
）。『

古
事
記
』
の
編
纂
者
は
、
祭
祀
や
託

宣
の
場
面
に
お
い
て
、「
と
り
つ
く
」
を
意
味
し
「
ツ
ク
」
と
読
む
語
を
、

意
図
的
に
避
け
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、「
ツ
ク
」
は
「
ヨ
ル
（
ヨ
ス
）」
と
の
比
較
に

お
い
て
、
よ
り
強
い
付
着
を
意
味
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
方

的
か
つ
強
制
的
な
憑
依
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
語
で
あ
る
こ
と
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の
よ
う
に
定
位
し
て
い
る
か
を
比
較
す
る
こ
と
で
、『
古
事
記
』
の
独
自

性
を
追
究
す
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
は
、「
と
り
つ
く
」
の
意
味
と
さ
れ
、「
カ
カ
ル
」
と
読
ま

れ
る
傾
向
の
あ
っ
た
語
群
に
の
み
着
目
し
て
、
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
『
古
事
記
』
の
独
自
性
を
考
察
す
る
段
階
に
一
歩

踏
み
込
む
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
の
語
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
語
が
使

用
さ
れ
る
前
後
の
文
脈
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
と
な
る
。

二
、
神
功
皇
后
の
託
宣
の
比
較
検
証

（
１
）
三
つ
の
資
料

記
紀
に
共
通
す
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
で
、『
日
本
書
紀
』
が
「
と
り
つ

く
」
を
意
味
す
る
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使
用
す
る
の
は
、
神
功
皇
后

の
託
宣
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
こ
の
場
面
の
比
較
考
察
を

行
う
。
神
功
皇
后
の
託
宣
は
、
仲
哀
紀
か
ら
神
功
紀
に
跨
る
本
文
と
、

神
功
紀
の
別
伝
「
一
云
」
に
見
え
る
た
め
、『
古
事
記
』
と
合
わ
せ
て
三

つ
の
異
な
る
資
料
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

託
宣
に
お
け
る
憑
依
者
と
被
憑
依
者
の
親
近
性
の
度
合
い
は
、
各
々

の
地
位
や
所
属
に
影
響
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
三
つ
の
資

料
を
比
較
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
託
宣
の
主
神
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。『
古
事
記
』
で
は
、
タ
ケ
ウ
チ
ス
ク
ネ（

（注

（
注

が
「
今
如か

此く

言こ
と

教
へ
た
ま
ふ
大
神
は
、
其
の
御
名
を
知
ら
ま
く
欲ほ

し
。」（
二
三
一
頁
）

と
神
の
正
体
を
尋
ね
る
と
、「
是こ

は
天
照
大
神
の
御
心
ぞ
。
亦
底そ

こ

筒つ
つ
の
を男

、

中
筒の男
、
上
筒の男
の
三
柱
の
大
神
ぞ
。
此
の
時
に
其
の
三
柱
の
大

神
の
御
名
は
顕
れ
き
。 

」（
二
三
一
頁
）

と
の
返
答
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
神
々
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
神
功
紀
本
文
で
は
、
同
様

の
問
い
か
け
に
対
し
、「
神か

む
か
ぜ風

の
伊い

せ
の
く
に

勢
国
の
百も

も

伝づ
た

ふ
度わ

た
ら
ひ
の
あ
が
た

逢
県
の
拆さ

く

鈴す
ず

五い十
鈴す

ず
の
み
や宮

に
所ま居
す
神
、
名な

は
撞つ

き
さ
か賢

木き

厳い
つ

之の

み御
魂た

ま

天あ
ま

疎さ
か
る

向む
か

津つ

媛ひ
め
の

命み
こ
と

」

（
上
・
三
三
一
頁
）
と
の
返
答
が
あ
り
、
伊
勢
に
祭
ら
れ
る
こ
の
神
は
ア

マ
テ
ラ
ス
と
わ
か
る
。
し
か
し
、「
一
云
」
で
は
、「
表う

は
つ
つ
の
を

筒
雄
・
中な

か
つ
つ
の
を

筒
雄
・

底そ
こ
つ
つ
の
を

筒
雄
」
の
三
神
と
「
向む

か

匱ひ
つ

男を

聞も

襲お
そ

大ほ

ふ歴
五い

つ
の

御み

魂た
ま

速は
や

狭さ

騰
の
ぼ
り
の

尊み
こ
と

」（
上
・

三
四
〇
頁
）
の
名
が
顕
さ
れ
る
も
の
の
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
登
場
し
な
い
。

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
本
文
が
託
宣
の
主
神
に
位
置
付
け
る
ア

マ
テ
ラ
ス
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
皇
祖
神
で
あ
り
、
仲
哀
天
皇
は
皇
孫

で
あ
る
。
ま
た
、
仲
哀
天
皇
の
死
後
に
託
宣
を
引
き
継
ぐ
神
功
皇
后
も
、

開
化
天
皇
五
世
の
孫
で
あ
り
、
や
は
り
ア
マ
テ
ラ
ス
の
血
統
に
連
な
っ

て
い
る
。
一
方
の
神
功
紀
「
一
云
」
の
神
々
は
、
皇
室
の
直
接
的
な
祖

先
で
は
な
い
。

い
ず
れ
の
託
宣
も
、
仲
哀
天
皇
が
推
し
進
め
る
ク
マ
ソ（

（注

（
注

討
伐
の
直
前

に
行
わ
れ
て
お
り
、
神
は
ク
マ
ソ
で
は
な
く
新
羅
を
帰
服
さ
せ
る
よ
う

要
求
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
仲
哀
天
皇
は
神
託
を
疑
っ
て
急
死
し
、
代
わ
っ

て
神
功
皇
后
が
指
揮
を
執
る
こ
と
で
新
羅
征
討
は
果
た
さ
れ
る
。【
表
】
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に
三
資
料
の
大
ま
か
な
流
れ
を
示
し
た
。『
日
本
書
紀
』
本
文
と
「
一

云
」
が
共
に
「
託
」
を
使
用
す
る
中
で
、『
古
事
記
』
の
み
が
「
帰
」
を

使
用
す
る
こ
と
に
、
特
に
注
目
し
た
い
。

【
表
】

『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』
本
文

『
日
本
書
紀
』「
一
云
」

１�

一
度
目
の
託
宣 

。
ⓐ
天
皇
は

琴
を
弾
き
、
タ
ケ
ウ
チ
ス
ク

ネ
は
沙
庭
に
待
機
し
、
①
神

功
皇
后
が
神
を
「
帰
（
よ
）」

せ
る
。

２�

神
は
新
羅
を
服
属
さ
せ
る
意

思
を
表
明
す
る
が
、
天
皇
は

神
託
を
疑
い
、
急
死
す
る
。

３�

二
度
目
の
託
宣 

。
神
功
皇
后

と
タ
ケ
ウ
チ
ス
ク
ネ
は
罪
を

祓
っ
た
上
で
再
度
神
託
を
請

い
、
神
の
名
が
顕
さ
れ
る
。

４�

皇
后
は
神
託
に
従
い
、
新
羅

征
討
を
行
う
。

巻
八

１�

一
度
目
の
託
宣 

。
②
神
が
皇

后
に
「
託
（
つ
）」
き
、
ク
マ

ソ
で
は
な
く
、
新
羅
を
帰
服

さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

２�

天
皇
は
高
い
岳
に
上
っ
て
、
大

海
を
見
渡
し
た
も
の
の
、
何
も

見
え
な
い
た
め
、神
託
を
疑
う
。

３�

二
度
目
の
託
宣 

。
再
び
③
神

が
皇
后
に
「
託
（
つ
）」
き
、

「
疑
念
を
抱
い
た
仲
哀
天
皇
は

新
羅
を
得
ら
れ
な
い
が
、神
功

皇
后
の
身
ご
も
っ
た
子
が
新
羅

を
得
る
」と
予
言
す
る
。
天
皇

は
や
は
り
神
託
を
信
じ
ず
、予

定
通
り
ク
マ
ソ
を
攻
め
る
が
、

失
敗
に
終
わ
り
急
死
す
る
。

巻
九

４�

三
度
目
の
託
宣 

。
神
功
皇
后

と
タ
ケ
ウ
チ
ス
ク
ネ
は
罪
を
祓

い
、再
度
神
託
を
請
う
。
ⓑ
皇

后
か
神
主
と
な
り
、タ
ケ
ウ
チ

ス
ク
ネ
は
琴
を
弾
き
、中
臣
は

審
神
者
と
な
る
。
神
の
名
が
顕

さ
れ
、
祭
祀
の
対
象
と
な
る
。

５
皇
后
は
、
新
羅
征
討
を
行
う
。

巻
九

１�

一
度
目
の
託
宣 

。
④
神
が
内

避
高
国
避
高
松
屋
種
に
「
託

（
つ
）」
き
、「
天
皇
が
宝
の
国

を
望
む
な
ら
与
え
よ
う
。」
と

述
べ
、
ⓒ
皇
后
に
琴
を
弾
か

せ
る
よ
う
に
要
求
す
る
。

２�

二
度
目
の
託
宣 

。
皇
后
が
琴

を
弾
く
と
、
⑤
神
が
皇
后
に

「
託
（
つ
）」
い
て
、「
私
を
よ

く
祭
る
な
ら
ば
、
宝
の
国
を

上
げ
よ
う
」
と
言
う
。
天
皇

が
神
託
を
疑
い
、
神
の
名
が

顕
さ
れ
る
。

３�

天
皇
が
な
お
も
疑
う
た
め
、

神
は
神
功
皇
后
に
宿
る
子
が

新
羅
を
得
る
と
予
言
す
る
。

天
皇
は
や
は
り
神
託
を
信
じ

ず
急
死
。

４�

皇
后
は
、
神
託
に
従
っ
て
神

を
祭
り
、
新
羅
征
討
を
行
う
。

（
２
）『
古
事
記
』

『
古
事
記
』
で
は
二
度
の
託
宣
が
あ
る
。
一
度
目
の
託
宣
で
は
、
波
線

部
ⓐ
に
示
し
た
よ
う
に
、
神
託
を
受
け
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
天
皇

は
琴
を
弾
き
、
タ
ケ
ウ
チ
ス
ク
ネ
は
沙
庭
に
待
機
す
る
。
本
文
に
は
「
天

皇
御
琴
を
控ひ

か
し
て
、
建
内の宿
禰の大
臣
沙さ

庭に
は

に
居ゐ

て
、
神か

み

の
命み

こ
と

を
請こ

ひ

き
」（
二
二
九
頁
）
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
描
写
は
、
託
宣
を
受
け
る
側
が

積
極
的
に
神
を
招
き
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍

線
部
①
に
示
し
た
よ
う
に
、
接
近
を
意
味
す
る
「
帰
」
を
使
用
し
て
お

り
、
具
体
的
に
は
「
是
に
大
后
神
を
帰よ

せ
た
ま
ひ
て
」（
同
）
と
あ
る
。

憑
依
を
意
味
す
る
「
託
」
や
「
著
（
着
）」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
拙
稿

（
注
７
論
文
参
照
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
面
で
は
、
天
皇
側
が
主

体
と
な
っ
て
神
を
招
き
寄
せ
て
い
る
こ
と
と
、
神
功
皇
后
が
「
カ
ム
ガ

カ
リ
」
に
長
け
た
巫
祝
で
あ
っ
た
こ
と
が
、「
帰
」
の
使
用
に
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
託
」・「
著
（
着
）」
は
、
強
い
付
着
を
意
味
し
、

強
制
的
か
つ
一
方
的
な
憑
依
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
語
で
あ
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
あ
る
。

二
度
目
の
託
宣
は
、
天
皇
崩
御
の
後
で
あ
る
。
一
度
目
と
は
異
な
り
、

神
を
招
き
寄
せ
る
際
の
詳
細
な
描
写
は
省
か
れ
て
い
る
が
、「
亦
建
内の宿

禰
沙さ

庭に
は

に
居ゐ

て
、
神
の
命み

こ
と

を
請
ひ
き
。
是
に
教
へ
覚さ

と

し
た
ま
ふ
状さ

ま

、
具つ

ぶ

さ
に
先さ

き

の
日
の
如
く
に
し
て
、」（
同
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
託

宣
の
受
け
手
が
主
体
的
に
動
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
度
目
の
託
宣
と
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同
様
、
一
方
的
な
憑
依
で
は
な
い
た
め
、「
託
」・「
著
（
着
）」
の
使
用

は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）『
日
本
書
紀
』
本
文

『
日
本
書
紀
』
本
文
で
は
三
度
の
託
宣
が
あ
る
。
一
度
目
に
は
、
傍
線

部
②
に
示
し
た
よ
う
に
、
強
制
的
な
憑
依
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
「
託
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
「
時
に
、
神か

み

有ま

し
て
、

皇き
さ
き后

に
託か

か

り
て
誨を

し

へ
ま
つ
り
て
曰の

た
ま

は
く（

（注

（
注

」（
上
、
三
二
六
頁
）
と
あ
る
。

『
古
事
記
』
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
は
、
天
皇
や
皇
后
が
自
ら
神
託
を

請
う
様
子
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
神
の
側
か
ら
の
一
方
的
な
憑
依
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
時
に
、
天
皇
は
新
羅
征
討
を
命
じ
る
神
託
を

受
け
、
高
所
か
ら
海
を
見
渡
す
が
、
何
も
見
え
な
か
っ
た
た
め
に
疑
念

を
深
め
る
。
そ
こ
で
二
度
目
の
託
宣
と
な
る
。
傍
線
部
③
に
示
し
た
よ

う
に
、
こ
こ
で
も
「
託
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
「
時
に
、

神
、
亦ま

た

皇
后
に
託か

か

り
て
曰の

た
ま

は
く
、」（
上
、
三
二
七
）
と
あ
る
。
こ
こ
で

も
神
が
主
体
的
に
動
い
て
お
り
、
皇
后
は
受
け
身
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
神
意
を
無
視
し
て
強
行
さ
れ
た
ク
マ
ソ
征
討
は
失
敗
に
終
わ

り
、
天
皇
は
崩
御
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
事
の
重
大
性
を
認
識
し
た
皇

后
は
、「
祟た

た

る
所と

こ
ろ

の
神
を
知し

り
て
、
財た

か
ら宝

の
国く

に

を
求も

と

め
む
と
欲お

も
ほ

す
。」

（
上
、
三
三
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
初
め
て
神
を
顕
か
に
し
、

そ
の
意
志
に
従
い
新
羅
を
帰
服
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
。
そ
こ
で
罪
を
祓

い
、
波
線
部
ⓑ
に
示
し
た
よ
う
に
、
自
ら
神
主
と
な
っ
て
神
託
を
請
う
。

具
体
的
に
は
「
皇
后
、
吉よ

き
ひ日

を
選え

ら

び
て
、
斎
宮
に
入
り
て
、
親み

づ
か

ら
神か

む
ぬ
し主

と
為な

り
た
ま
ふ
。
則す

な
は

ち
武た

け
し

内う
ち
の

宿す
く

祢ね

に
命

み
こ
と
の
り

し
て
琴み

こ
と

撫ひ

か
し
む
。

中な
か
と
み
の臣

烏い
か
つ
の
お

賊
津
使
主み

を
喚め

し
て
、
審さ

神に

は者
に
す
。」（
同
）
と
あ
り
、
こ
れ

が
三
度
目
の
託
宣
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
波
線
部
ⓑ
は
『
古
事
記
』

の
波
線
部
ⓐ
と
類
似
の
描
写
で
あ
り
、
憑
依
さ
れ
る
側
が
積
極
的
に
神

を
招
き
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、『
日
本
書
紀
』
で

は
、
三
度
目
の
託
宣
に
し
て
よ
う
や
く
『
古
事
記
』
と
同
様
、
受
け
手

が
主
体
と
な
っ
て
神
意
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
三
度
の
託
宣
の
内
、
神
が
主
体
と
な
る
二
例
に
は
「
託
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
受
け
手
が
主
体
と
な
る
最
後
の
一
例

に
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
４
）『
日
本
書
紀
』「
一
云
」

「
一
云
」
で
は
、
二
度
の
託
宣
が
あ
り
、
二
度
と
も
「
託
」
を
使
用
し

て
い
る
。
傍
線
部
④
に
示
し
た
一
度
目
の
託
宣
は
、
具
体
的
に
は
「
是こ

こ

に
神か

み
ま有

し
て
、
沙さ

ば
の麼

県あ
が
た

主ぬ
し

の
祖お

や

内う
つ

避ひ

高こ

国く
に

避ひ

高こ

松ま
つ

屋や

種た
ね

に
託か

か

り
て
、

天す
め
ら
み
こ
と

皇
に
誨を

し

へ
て
曰の

た
ま

は
く
、」（
上
、
三
四
〇
頁
）
と
あ
り
、
他
に
登
場

例
の
無
い
人
物
に
憑
依
す
る
。
神
は
「
望
む
な
ら
、
宝
の
国
を
与
え
よ

う
」
と
お
お
ま
か
な
趣
旨
の
み
を
伝
え
、「
琴こ

と

将も

ち
来き

て
皇き

さ
き后

に
進

た
て
ま
つ

れ
」

（
同
）
と
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、
依
り
代
を
神
功
皇
后
に
乗
り
換
え
る
た
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め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
皇
后
が
巫
祝
と
し
て
よ
り
優
れ
た
存
在
で
あ
り
、

神
の
意
志
を
正
確
に
伝
え
得
る
媒
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
波
線
部
ⓒ
と
し
て
示
し
た
と
お
り
、
波
線
部
ⓐ
・
ⓑ
を
連
想
さ
せ

る
描
写
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
本
文
と

は
異
な
り
、
皇
后
が
主
体
的
に
神
を
招
く
こ
と
は
な
い
。
傍
線
⑤
に
示

し
た
二
度
目
の
託
宣
は
、「
則す

な
は

ち
神
の
言み

こ
と

に
随し

た
が

ひ
て
、
皇
后
、
琴
撫ひ

き
た
ま
ふ
。
是こ

こ

に
、
神
、
皇
后
に
託か

か

り
て
、」（
同
）
と
あ
り
、
皇
后
は

あ
く
ま
で
受
動
的
な
立
場
で
、
神
の
指
示
に
従
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
二
度
と
も
神
が
主
体
の
強
制
的
な
託
宣
で
あ
り
、「
託
」
を
使

用
す
る
の
に
相
応
し
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）『
古
事
記
』
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
親
近
性

以
上
の
よ
う
に
、
三
つ
の
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
描
写
が
な
さ

れ
て
お
り
、「
託
」
の
使
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
一
貫
し

た
基
準
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
天
皇
自
ら

神
託
を
請
う
『
古
事
記
』
は
、
神
が
働
き
か
け
る
『
日
本
書
紀
』
本
文

や
「
一
云
」
と
は
、
趣
を
異
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
三

資
料
の
中
で
は
、
際
立
っ
て
憑
依
者
と
被
憑
依
者
と
の
関
係
に
、
親
近

性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

仲
哀
天
皇
が
神
託
を
疑
う
際
の
言
動
を
見
る
と
、『
日
本
書
紀
』
本
文

で
は
「
誰な

に

ぞ
の
神
ぞ
徒

い
た
づ
ら

に
朕
を
誘あ

ざ
む

く
や
。」（
上
、三
二
六
頁
）
と
、言

葉
で
疑
念
を
表
明
し
て
お
り
、「
一
云
」
も
同
様
で
、「
其そ

れ
神
と
雖い

ふ
と

も

何な
に

ぞ
謾あ

ざ
む語

き
た
ま
は
む
。」（
上
、三
四
〇
頁
）
な
ど
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
『
古
事
記
』
で
は
、言
葉
の
み
な
ら
ず
態
度
で
も
不
満
を
表
明

す
る
。「
御
琴
を
押
し
退そ

け
て
控ひ

き
た
ま
は
ず
、
黙も

だ

し
て
坐
し
き
。」（
二

二
九
頁
）
と
不
貞
腐
れ
、タ
ケ
ウ
チ
ス
ク
ネ
が
や
は
り
琴
を
弾
く
よ
う
に

諫
め
て
も
「
那な

ま

な

ま

に

麻
那
摩
邇
此
の
五
字
は
音

を
以
ゐ
よ
。 

」（
同
）、
つ
ま
り
お
座
な
り
に
弾
く

な
ど
し
、
ま
る
で
だ
だ
を
こ
ね
る
子
ど
も
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
神
託
を
疑
わ
れ
た
神
の
対
応
も
、『
古
事
記
』
と
他
の
二
資
料

と
で
は
異
な
る
。『
日
本
書
紀
』
本
文
で
は
「
其
れ
汝い

ま
し

王み
こ
と

、
如か

此く

言
の
た
ま

ひ
て
、
遂つ

ひ

に
信う

け
た
ま
は
ず
は
、
汝い

ま
し、

其
の
国
を
得え

た
ま
は
じ
。」（
上
、

三
二
七
頁
）、「
一
云
」
で
は
「
汝い

ま
し

王み
こ
と

、
如か

是く

信う

け
た
ま
は
ず
は
、
必

ず
其
の
国
を
得え

じ
」（
上
、
三
四
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

「
信
じ
な
け
れ
ば
そ
の
国
を
得
ら
れ
な
い
」
と
言
明
す
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、『
古
事
記
』
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
其
の
神
、
大い

た

く
忿い

か

り
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、」（
二
二
九
頁
）
と
、
神
の
怒
り
を
明
確
に
記

し
、
さ
ら
に
「
汝
は
一ひ

と
み
ち道

に
向
ひ
た
ま
へ
。」（
同
）
と
ま
で
言
わ
し
め

る
。「
一
道
」
と
は
死
へ
の
道
と
考
え
ら
れ
、
天
皇
の
運
命
を
示
唆
し
て

い
る
。
三
資
料
と
も
に
仲
哀
天
皇
は
崩
御
す
る
が
、
神
が
実
際
に
死
を

仄
め
か
す
の
は
『
古
事
記
』
の
み
で
あ
る
。
不
貞
腐
れ
る
天
皇
と
、
同

じ
土
俵
に
立
っ
て
気
炎
を
吐
く
神
と
は
、
親
子
の
ご
と
き
親
近
性
を
も
っ

て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
『
古
事
記
』
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に
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究

の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
考
え
得
る
可
能
性
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

神
野
志
隆
光
氏
は
、『
古
事
記
の
世
界
観
』（
注
２
参
照
）
に
お
い
て
、

ア
マ
テ
ラ
ス
が
ア
メ
ノ
イ
ハ
ヤ
に
隠
れ
た
こ
と
の
影
響
が
、
高
天
原
と

葦
原
中
国
の
両
方
に
及
ん
で
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

秩
序
は
二
つ
の
世
界
を
貫
く
も
の
で
あ
り
、「
高
天
原
」
に
あ
る
ア
マ
テ

ラ
ス
の
秩
序
に
よ
っ
て
「
葦
原
中
国
」
も
お
お
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す

る
（
六
九
頁
）。
ま
た
、「〈
ク
ニ
〉
の
世
界
「
葦
原
中
国
」
の
、
世
界
と

し
て
の
根
拠
は
〈
ア
メ
〉
の
世
界
「
高
天
原
」
に
も
と
め
ら
れ
る
。」（
七

一
頁
）
と
し
、
こ
の
よ
う
な
世
界
観
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
孫
た
る
天

皇
の
正
統
性
を
保
障
す
る
と
考
え
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ま
ず
、「
高
天
原
」
は
、〈
ク
ニ
〉
の
、
世
界
と
し
て
の
存
立
の
根

拠
で
あ
っ
た
。〈
ク
ニ
〉
に
お
い
て
「
葦
原
中
国
」
と
い
う
世
界
が

顕
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
「
高
天
原
」
―
「
葦
原
中
国
」

の
問
題
と
な
る
。
こ
れ
を
、「
高
天
原
」
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
秩
序
の

原
理
が
「
葦
原
中
国
」
を
も
包
摂
す
る
と
い
う
世
界
関
係
の
確
認

に
お
い
て
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
葦
原
中
国
」
は
、「
高

天
原
」
か
ら
豊
穣
を
保
障
さ
れ
つ
つ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
孫
に
よ
っ

て
た
も
た
れ
る
必
然
性
を
も
つ
（
七
四
頁
）。

『
古
事
記
』
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
そ
の
正
統
な
子
孫
で
あ
る
と
こ
ろ
の

皇
室
と
の
繋
が
り
を
重
視
す
る
意
図
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
仲
哀
天
皇
・

神
功
皇
后
の
託
宣
に
そ
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
仲
哀
記
に
お
け
る
当
事
者
同
士

の
親
近
性
が
、
他
の
二
資
料
に
比
し
て
著
し
い
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

以
上
、
記
紀
に
共
通
す
る
場
面
で
、
一
方
が
「
託
」・「
著
（
着
）」
を

用
い
て
お
り
、
他
方
が
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
用
い
て
い
な
い
唯
一
の

例
と
し
て
、
神
功
皇
后
の
託
宣
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、「
託
」
を
用

い
る
『
日
本
書
紀
』
本
文
と
「
一
云
」
で
は
、
神
に
よ
る
強
制
的
な
憑

依
が
描
か
れ
て
お
り
、
場
面
全
体
を
通
し
て
、
憑
依
者
と
被
憑
依
者
と

の
関
係
に
隔
た
り
の
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
一
方
、「
託
」
を
用
い
な

い
『
古
事
記
』
で
は
、
被
憑
依
者
の
要
請
に
よ
る
託
宣
が
描
か
れ
て
お

り
、
場
面
全
体
を
通
し
て
、
当
事
者
同
士
が
近
し
い
関
係
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
比
較
し
た
三
資
料
の
中
で
、『
古
事
記
』
だ
け
が
「
託
」

を
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
文
脈

に
沿
っ
た
表
現
上
の
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

三
、
崇
神
天
皇
の
託
宣
の
比
較
検
証

『
古
事
記
』
に
は
「
と
り
つ
く
」
を
意
味
す
る
「
託
」・「
著
（
着
）」

の
使
用
例
が
な
い
。
そ
の
こ
と
が
『
古
事
記
』
の
独
自
性
と
ど
の
よ
う
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に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
記
紀
に
共
通
す
る
「
カ

ム
ガ
カ
リ
」
の
場
面
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使

用
す
る
『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
、「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使
用
し
な
い

『
古
事
記
』
の
方
が
、
当
事
者
同
士
の
親
近
性
が
窺
わ
れ
た
。

さ
て
、
第
一
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
本
稿
の
目
的
は
、『
古
事
記
』
の

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
が
、
当
事
者
同
士
の
関
わ
り
合
い
を
、
親
和
性
の
あ
る

も
の
と
し
て
描
く
傾
向
が
あ
っ
た
可
能
性
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
か

ら
、「
託
」・「
著
（
着
）」
の
使
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
様
の
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節

で
は
、
記
紀
と
も
に
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使
用
し
な
い
「
カ
ム
ガ
カ

リ
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
崇
神
紀
の
託
宣
を
検
証
す
る
。

御
代
の
は
じ
め
、
疫
病
の
流
行
な
ど
で
治
世
の
安
定
し
な
い
こ
と
を

憂
え
た
崇
神
天
皇
は
、
天
神
地
祇
の
怒
り
を
鎮
め
る
べ
く
、
神
意
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
こ
で
顕
さ
れ
る
の
が
、
大
物
主
神
で
あ

る
。
こ
の
神
は
記
紀
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
古
事
記
』
で
は
、
大
国
主
神
の
国
作
り
神
話
に
登
場
し
て
協
力
者
と

な
り
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
三
輪
山
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
武

天
皇
の
皇
后
が
大
物
主
神
の
娘
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
歴
代

天
皇
は
大
物
主
神
の
血
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
古

事
記
』
は
、
大
物
主
神
を
皇
祖
神
に
準
ず
る
重
要
な
地
位
に
据
え
て
い

る
と
言
え
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
神
は
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
崇
神
紀
は
、
大
物
主
神
が
要
求
す
る
と
お
り
の
祭
祀
を

実
践
で
き
な
け
れ
ば
、
天
皇
の
治
世
が
安
定
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
お
り
、
そ
の
力
は
絶
大
で
あ
る
。
し
か
も
、『
日
本
書
紀
』
に
散

見
す
る
託
宣
で
、
ア
メ
ノ
イ
ハ
ヤ
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
（
顕
神
明
之
憑
談
）」

と
同
じ
「
憑
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
場
面
だ
け
で
あ
る
。
拙

稿
（
（注

（
注

で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
は
「
神
代
」
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」

と
「
人
代
」
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
を
重
ね
る
意
図
が
あ
る
の
で

あ
り
、
数
あ
る
託
宣
の
中
で
当
該
場
面
だ
け
が
ア
メ
ノ
イ
ハ
ヤ
と
同
等

の
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
巻
十
四
の
雄
略
紀
に
は
、

天
皇
が
「
三
諸
岳
の
神
」（
大
物
主
神
）
を
捕
え
さ
せ
る
話
（
上
、
四
七

二
頁
）
が
あ
る（

（注

（
注

。
天
皇
が
、
神
の
威
光
に
恐
れ
を
な
し
て
、
も
と
の
山

に
放
さ
せ
る
描
写
か
ら
は
、
天
皇
で
さ
え
も
意
の
ま
ま
に
で
き
な
い
強

大
な
力
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
点
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
大
物
主
神

は
、
や
や
見
劣
り
が
す
る
よ
う
で
あ
る
。『
古
事
記
』
で
は
早
く
神
代
に

登
場
し
、
国
作
り
と
い
う
重
要
な
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、『
日
本
書

紀
』
で
は
、「
一
書
」
の
記
述
を
除
き
本
文
だ
け
を
読
み
繋
い
で
い
く

と
、
こ
の
神
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
崇
神
紀
の
託
宣
で
あ
る
。
ま

た
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
神
武
天
皇
の
皇
后
は
事
代
主
神
の
娘
と
い
う
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こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
古
事
記
』
と
は
異
な
り
、
大
物
主
神

は
歴
代
天
皇
の
祖
先
で
は
な
い
。

以
上
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
は
、
い
ず
れ
も
大
物
主
神
を
格

式
高
い
重
要
な
神
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
も
の
の
、
程
度
の
差
が
あ

る
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
大
物
主
神
に
よ

る
託
宣
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
で
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る

だ
ろ
う
か
。

先
に
『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、
大
物
主
神
は
、
倭

迹
迹
日
百
襲
姫
命
を
介
し
た
託
宣
で
「
若も

し
能よ

く
我わ

れ

を
敬ゐ

や
ま

ひ
祭ま

つ

ら
ば
、

必か
な
ら

ず
当ま

さ

に
自た

ひ
ら平

ぎ
な
む
」（
上
、
二
三
九
）
と
、
祭
祀
を
要
求
す
る
。

天
皇
が
神
の
名
を
問
う
と
、「
我わ

れ

は
是こ

れ

倭や
ま
と

国の
く
に

の
域さ

か
ひ

の
内う

ち

に
所を居
る
神
、

名な

を
大お

ほ
も
の物

主ぬ
し
の

神か
み

と
為い

ふ
」（
同
）
と
そ
の
名
を
顕
す
。
天
皇
は
教
え
に

従
っ
て
懇
ろ
に
祭
る
が
、
一
向
に
効
果
が
現
れ
な
い
。
そ
こ
で
今
度
は

夢
に
よ
る
神
託
を
乞
う
と
、
大
物
主
神
は
天
皇
の
夢
に
現
れ
、「
若も

し
吾

が
児こ

大お
ほ

田た

田た

根ね

子こ

を
以も

て
、
吾わ

れ

を
令ま

祭つ

り
た
ま
は
ば
、
立

た
ち
ど
こ
ろ

に
平た

ひ
ら

ぎ

な
む
。」（
上
、
二
四
〇
頁
）
と
、
自
身
の
子
で
あ
る
大
田
田
根
子
を
神

主
と
し
て
祭
る
よ
う
に
要
求
す
る
。

倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
の
託
宣
は
、
憑
依
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
託
」・「
著
（
着
）」
で
は
な
く
「
憑
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
が

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
長
け
た
巫
祝
で
あ
り
、
神
に
よ
る
強
制
的
か
つ
一
方

的
な
憑
依
で
は
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
を
、
拙
稿
（
注
８
論
文
参

照
）
で
論
じ
た
。
ま
た
、
本
稿
の
第
二
節
で
神
功
皇
后
の
託
宣
を
考
察

し
た
結
果
、
憑
依
さ
れ
る
側
が
神
託
を
要
請
す
る
場
合
に
は
「
託
」・

「
著
（
着
）」
が
使
用
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
当

該
場
面
も
天
皇
自
ら
神
託
を
請
う
て
お
り
、
法
則
に
か
な
っ
て
い
る
。

託
宣
の
前
に
「
是こ

こ

に
、
天す

め
ら
み
こ
と皇

、
乃す

な
は

ち
神か

む

浅あ
さ
ぢ茅

原は
ら

に
幸い

で
ま

し
て
、
八や

そ
よ
ろ
づ

十
万

の
神

か
み
た
ち

を
会つ

ど

へ
て
、
卜う

ら

問と

ふ
。」（
上
、
二
三
八
）
と
い
う
一
文
の
あ
る

こ
と
が
、
天
皇
の
要
請
に
基
づ
く
託
宣
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て

い
る
。

こ
の
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
憑
」
の
読
み
は
「
ヨ
ル
」
で
あ
る
。

「
ツ
ク
」
と
読
む
べ
き
「
託
」・「
著
（
着
）」
と
は
異
な
り
、
強
制
的
な

憑
依
を
意
味
す
る
語
で
は
な
い
た
め
、
憑
依
者
と
被
憑
依
者
の
親
近
性

を
演
出
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
面
は
、『
日
本
書

紀
』
に
散
見
す
る
託
宣
の
中
で
は
、
当
事
者
同
士
の
関
係
を
親
近
性
の

高
い
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、『
古
事
記
』
と
の

比
較
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
神
託
は
一
度
だ
け
で
あ
る
。
第
三
者
を
介
す

る
こ
と
も
な
く
、
最
初
か
ら
崇
神
天
皇
の
夢
に
大
物
主
神
が
現
れ
、「
是こ

は
、
我
が
御
心
ぞ
。
故
、
意お

ほ

た

た

ね

こ

富
多
多
泥
古
を
以
ち
て
、
我
が
御み

ま
へ前

を
祭

ら
し
め
た
ま
は
ば
、
神
の
気け

起
ら
ず
、
国
安
ら
か
に
平
ら
ぎ
な
む
。」（
一

七
九
頁
）
と
、
自
身
の
子
孫
で
あ
る
意
富
多
々
泥
古
を
神
主
と
し
て
祭
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祀
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
の
と
お
り
に
取
り
計
ら
う
こ
と
で
、
治

世
の
安
定
を
見
る
。

こ
の
よ
う
に
、
場
面
全
体
の
流
れ
を
読
め
ば
、『
古
事
記
』
の
方
が
、

よ
り
当
事
者
同
士
の
親
近
性
が
高
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。『
日
本

書
紀
』
に
お
い
て
、
大
物
主
神
の
要
求
は
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
の
託

宣
だ
け
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
天
皇
の
夢
を
介
し
た
二
度
目

の
神
託
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か

し
、『
古
事
記
』
で
は
、
天
皇
に
対
す
る
一
度
の
神
託
で
済
ま
さ
れ
る
。

神
の
意
志
を
顕
か
に
す
る
ま
で
の
難
易
度
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
記
紀
と
も
に
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使
用
し
な
い

「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
お
い
て
も
、『
古
事
記
』
の
方
が
よ
り
当
事
者
同
士

の
親
近
性
が
高
い
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。『
古
事
記
』
全
編
を
通
し
て
、「
と

り
つ
く
」
を
意
味
す
る
「
託
」・「
著
（
着
）」
が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
は
、
作
品
の
こ
の
よ
う
な
独
自
性
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。お

わ
り
に

『
古
事
記
』
に
は
、「
と
り
つ
く
」
を
意
味
す
る
「
託
」・「
著
（
着
）」

の
用
例
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
特
徴
を
、
作
品
の
独
自
性
と

関
連
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、

記
紀
に
共
通
す
る
二
組
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
的
場
面
を
比
較
し
た
。
す

る
と
、『
古
事
記
』
の
方
が
当
事
者
同
士
の
親
近
性
が
高
い
こ
と
が
窺
わ

れ
た
。
し
か
し
、『
古
事
記
』
の
編
纂
者
が
意
識
的
に
「
託
」・「
著
（
着
）」

の
使
用
を
避
け
た
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
親
和
性
の
高
い
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
に
お
い
て
は
、
強
制
的
な
憑
依

現
象
が
生
じ
る
必
然
性
は
乏
し
い
た
め
、
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
な
表

現
を
選
択
し
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
散
見
す
る
「
託
」・「
著
（
着
）」
の
う
ち
、
比
較
し

得
る
対
応
場
面
が
『
古
事
記
』
に
な
か
っ
た
用
例
に
つ
い
て
改
め
て
述

べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
が
使
用
さ
れ
る
場
面
で
は
、
憑
依
さ
れ
る
者
が

積
極
的
に
神
託
を
請
う
よ
う
な
描
写
は
な
い
。
中
に
は
、
突
然
言
葉
を

発
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
後
、
三
日
目
に
し
て
よ
う
や
く
神
託

を
媒
介
す
る
例
も
あ
り（

（注

（
注

、
神
の
圧
倒
的
な
威
厳
が
際
立
っ
て
い
る
。
一

方
的
な
憑
依
で
あ
り
、
当
事
者
同
士
の
親
近
性
は
高
く
な
い
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
『
古
事
記
』
に
は
、
全
編
を
通
し
て
強
制
的
な
憑
依
を
窺
わ
せ

る
描
写
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も

「
託
」・「
著
（
着
）」
を
使
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
が
乏
し
い
よ
う

で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
対
応
す
る
二
組
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
を
比
較
検

証
し
た
こ
と
は
、
記
紀
の
相
違
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
神
代
か
ら
人
代
に
い
た
る
ま
で
、『
古
事
記
』
に
は
、
神
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に
よ
る
強
制
的
な
憑
依
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
カ
ム
ガ
カ

リ
」
に
お
け
る
親
近
性
の
高
い
対
話
の
あ
り
方
に
は
、『
古
事
記
』
の
独

自
性
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

注
１	

西
郷
信
綱
「
古
事
記
研
究
史
の
反
省
」『
古
事
記
研
究
』
未
来
社
、
昭
和

四
八
（
一
九
七
三
）
年
。

注
２	

神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
達
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
八
（
一
九

八
三
）
年
。
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
世
界
観
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六

一
（
一
九
八
六
）
年
。

注
３	

「
ア
マ
テ
ラ
ス
」・「
ア
メ
ノ
イ
ハ
ヤ
」・「
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
」
は
、
記
紀
で

表
記
が
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
言
及
す
る
際
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め

に
片
仮
名
表
記
と
す
る
。「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
は
『
古
事
記
』
で
は
「
天
照

大
御
神
」、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
天
照
大
神
」、「
ア
メ
ノ
イ
ハ
ヤ
」
は

『
古
事
記
』
で
は
「
天
石
屋
」、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
天
石
窟
」、「
ア
メ

ノ
ウ
ズ
メ
」
は
『
古
事
記
』
で
は
「
天
宇
受
売
命
」、『
日
本
書
紀
』
で
は

「
天
鈿
女
命
」
と
表
記
さ
れ
る
。

注
４	

『
続
日
本
紀
』
と
『
日
本
霊
異
記
』
の
成
立
は
平
安
時
代
で
は
あ
る
が
、
極

め
て
早
い
時
期
な
の
で
、
こ
こ
に
加
え
た
。

注
５	

拙
稿
「
上
代
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
語
義
―
『
日
本
書
紀
』
の

「
顕
神
明
之
憑
談
」
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」『
語
文
研
究
』（
第
一
二
七

号
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
六
月
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
）
参
照
。

注
６	

拙
稿
「
上
代
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
憑
依
―
『
日
本
書
紀
』
の

「
顕
神
明
之
憑
談
」
を
中
心
と
し
て
―
」『
語
文
研
究
』（
第
一
二
一
号
、

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
六
月
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
）
参
照
。

注
７	

「
帰
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
古
事
記
』
神
功
皇
后
の
託
宣
に
お
け
る

「
神
帰
」
に
つ
い
て
の
考
察
」『
西
日
本
国
語
国
文
学
』（
第
四
号
、
平
成

二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
、
西
日
本
国
語
国
文
学
会
）
参
照
。

注
８	

「
憑
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
日
本
書
紀
』
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
の
託
宣
に

お
け
る
「
憑
」
に
つ
い
て
の
考
察
」『
語
文
研
究
』（
第
一
二
五
号
、
平
成

三
十
（
二
〇
一
八
）
年
、
六
月
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
）
参
照
。

注
９	

正
確
に
は
、「
著
」
の
用
例
は
二
五
例
認
め
ら
れ
る
が
、「
と
り
つ
く
」
の

意
味
で
の
使
用
例
が
無
い
。

注
10	

『
古
事
記
』
で
は
「
建
内
宿
祢
」、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
武
内
宿
祢
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
タ
ケ
ウ
チ
ス
ク
ネ
」
と
表

記
す
る
。

注
11	

『
古
事
記
』
で
は
「
熊
曾
」、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
熊
襲
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
ク
マ
ソ
」
と
す
る
。

注
12	

日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
「
託
」
を
「
カ
カ
ル
」
と
読
ん
で
お
り
、
本
文

も
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
が
、
本
研
究
に
お
い
て
「
託
」
を
「
ツ
ク
」
と
読

む
こ
と
は
、
拙
稿
（
注
６
参
照
）
で
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。

注
13	

拙
稿
（
注
５
）
の
第
二
節
「『
日
本
書
紀
』
が
規
定
す
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
14	

雄
略
紀
は
、「
三
諸
岳
の
神
」
を
大
物
主
神
あ
る
い
は
菟
田
の
墨
坂
神
と

注
す
る
。
し
か
し
、
崇
神
紀
に
は
、
大
物
主
神
と
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
と
の

神
婚
譚
が
あ
り
、
蛇
の
姿
を
見
ら
れ
た
神
が
「
御
諸
山
」
に
帰
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
上
、
二
四
七
頁
）。「
御
諸
山
」
も
「
三

諸
岳
」
も
同
じ
三
輪
山
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、「
三
諸
岳
の
神
」
は
大
物

主
神
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

注
15	
巻
二
八
・
天
武
天
皇
元
年
七
月
の
記
事
で
、
高た

け

市ち
の

県あ
が
た

主ぬ
し

許こ

梅め

は
急
に
話

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
三
日
後
に
よ
う
や
く
神
託
を
発
す
る
。

（
ふ
じ
さ
き　

ゆ
う
じ
・
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師
）




